



































































図 1 施設内潜在助産師の専門性発揮に向けた支援モデル 
 
Ⅳ 考察 
 施設内潜在助産師になることは、自身のスキルアッ
プに繋がると同時に、意欲減退や助産業務への怖さと
いう助産師のマンパワーにプラスにもマイナスにも
影響していた。支援モデルの活用方法①～④は、看護
管理者の理解と支援が必要であり、管理者は助産師の
専門性発揮に関わる重要な位置に存在している。①
は、助産師の意欲、そして産科医との連携・協働が不
可欠である。②は日本看護協会 2）も指摘しているよ
うに、給与や福利厚生などの整備が持続可能な助産師
出向システムに重要となる。③は産後ケアサービスと
しても注目され、医療介入必要時の提携医療機関等の
ネットワーク整備が必要である。④は自身の助産師と
してのキャリアデザインを看護管理者と共有し、自身
の努力と管理者の支援が重要となる。 
Ⅴ 結論 
 施設内潜在助産師の専門性発揮に向けた支援モデ
ルとして、助産師の潜在パターンを考慮し、①院内助
産システムの導入②他産科施設への出向・研修・派遣
③退院後の産後ケア④助産師のスキルアップための
ローテーションが活用方法として見出された。 
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